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１．衛星リモートセンシングとは？１．衛星リモートセンシングとは？

■■衛星リモートセンシングによる地球観測衛星リモートセンシングによる地球観測

太陽光太陽光

普段、私たちが普段、私たちが光光やや熱熱として感じることのできるとして感じることのできる「電磁波」「電磁波」を人を人

工衛星から科学の目（センサ）で観測しています。工衛星から科学の目（センサ）で観測しています。
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■■電磁波の区分電磁波の区分

「電磁波」「電磁波」は波長の長さに応じて呼名が違います。私たちが目は波長の長さに応じて呼名が違います。私たちが目

で感じることができるのはで感じることができるのは可視光（可視光（0.40.4～～0.750.75μμｍ）ｍ）です。です。

宇宙から科学の目（センサ）で観測した場合には、人間が感じ宇宙から科学の目（センサ）で観測した場合には、人間が感じ

ることのできない幅広い範囲の情報も取得できます。ることのできない幅広い範囲の情報も取得できます。

人間の目で感じることができる領域 人工衛星から観測できる領域
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■■人工衛星を用いた地球観測の特徴人工衛星を用いた地球観測の特徴

地球の表面から反射したり放射したりする電磁波のパターンを地球の表面から反射したり放射したりする電磁波のパターンを
示したものです。地上のあらゆる物質はそれぞれ固有の反射・示したものです。地上のあらゆる物質はそれぞれ固有の反射・
放射パターンを持っています。放射パターンを持っています。

このようなパターンの違いは、衛星リモートセンシングで物質このようなパターンの違いは、衛星リモートセンシングで物質
を識別する際の鍵となります。を識別する際の鍵となります。

反射の強さ 放射の強さ

地表面からの反射・放射パターン
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■■植物も状態によって反射パターンが異なります植物も状態によって反射パターンが異なります

人間の目では確認することのできない領域の情報から植物の健康人間の目では確認することのできない領域の情報から植物の健康
状態を診断することができます。状態を診断することができます。

可視光域 近赤外域

人間の目で確認できない人間の目で確認できる
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■■例えば植物の活力度を可視化すると・・・例えば植物の活力度を可視化すると・・・

人間の目では確認することのできない「近赤外域」の情報を用人間の目では確認することのできない「近赤外域」の情報を用
いて植物の活力度を解析することができます。いて植物の活力度を解析することができます。

植物の活力度を可視化したものです。植物の活力度を可視化したものです。緑緑からから赤赤になるに従ってになるに従って
活力度が高いことを示しています。活力度が高いことを示しています。

宇宙から観測した新潟西海岸の緑地帯の活力度
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２．宇宙からどの様にしてデータを２．宇宙からどの様にしてデータを
観測しているのでしょうか？観測しているのでしょうか？

①センサで電磁波を観測！

プリズムによる分光プリズムによる分光

②電磁波を波長ごとに分離！

観測された観測された

データデータ

■■衛星データ観測の流れ衛星データ観測の流れ ～光学センサの場合～～光学センサの場合～

④電波に乗せて地上へ送信！

大型パラボナアンテナ大型パラボナアンテナ

③分光したデータを記録！

ディジタルカメラと同じ原理ディジタルカメラと同じ原理
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可視域の青バンド可視域の青バンド

可視域の緑バンド可視域の緑バンド

可視域の赤バンド可視域の赤バンド

■■観測された衛星データ観測された衛星データ

可視域の情報が青バンド、緑可視域の情報が青バンド、緑
バンド、赤バンドの３つに独バンド、赤バンドの３つに独
立して観測されています。立して観測されています。

※※ 波長別に分離された各データを波長別に分離された各データを
バンドデータバンドデータと呼びます。と呼びます。

青バンド＝青色
緑バンド＝緑色 をそれぞれ割り当て画像を合成すると
赤バンド＝赤色
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■■カラー合成画像カラー合成画像

肉眼で確認した場合と同じような画像となります。肉眼で確認した場合と同じような画像となります。

近赤外バンド近赤外バンド①①

人間の目では確認すること人間の目では確認すること
ができないができない赤外域赤外域の情報も、の情報も、
波長ごとに分割されて観測波長ごとに分割されて観測
されています。されています。

近赤外バンド近赤外バンド②②

熱赤外バンド熱赤外バンド

■■観測された衛星データ観測された衛星データ
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■■観測される電磁波は人工衛星ごとに異なります観測される電磁波は人工衛星ごとに異なります

データの利用目的が異なるため観測する電磁波の波長帯は人工衛星データの利用目的が異なるため観測する電磁波の波長帯は人工衛星

により異なっています。により異なっています。
金井度量衡株式会社 株式会社国土情報技術研究所金井度量衡株式会社 株式会社国土情報技術研究所
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３．衛星リモートセンシングの特徴は？３．衛星リモートセンシングの特徴は？

■■衛星リモートセンシングの特徴衛星リモートセンシングの特徴①①：：広域性広域性

◆◆広い範囲のデータを短時間に効率よく集めることが可能で広い範囲のデータを短時間に効率よく集めることが可能で
す。また、一度打上げてしまえば、データの取得にかかるす。また、一度打上げてしまえば、データの取得にかかる
運用コストは小さくて済みます。運用コストは小さくて済みます。

金井度量衡株式会社 株式会社国土情報技術研究所金井度量衡株式会社 株式会社国土情報技術研究所

■■衛星リモートセンシングの特徴衛星リモートセンシングの特徴②②：：周期性周期性

◆◆人工衛星はあらかじめ決め人工衛星はあらかじめ決め
られた軌道に従い飛行しまられた軌道に従い飛行しま
す。従って、同じ地域を繰す。従って、同じ地域を繰
り返し観測することができり返し観測することができ
ます。ます。

19821982年年1010月月2222日日 19921992年年33月月3131日日 20002000年年33月月2929日日

水域水域

陸地（変化な陸地（変化な
し）し）

埋立箇所埋立箇所

凡凡 例例
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■■衛星リモートセンシングの特徴衛星リモートセンシングの特徴③③：：同時性同時性

◆◆自然災害や人為的災害が発生した地域の情報を速やかに自然災害や人為的災害が発生した地域の情報を速やかに
収集することが可能です。収集することが可能です。

19861986年年88月月66日観測日観測

台風による洪水の被害台風による洪水の被害ニューヨーク・テロ事件ニューヨーク・テロ事件

現地時間現地時間20012001年年99月月1212日観測日観測
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４．衛星データから何が分かるのか？４．衛星データから何が分かるのか？

～衛星データの適用事例の紹介～～衛星データの適用事例の紹介～
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宇宙から観測できる鳥屋野潟周辺の水質宇宙から観測できる鳥屋野潟周辺の水質
～身近な水資源の現状～～身近な水資源の現状～

■■宇宙から観測できる鳥屋野潟周辺の水質宇宙から観測できる鳥屋野潟周辺の水質

人工衛星：IKONOSデータ
観測高度：680km
空間分解能：１m/Pixel
観測日：2000年11月7日

鳥屋野潟は近年、都市化の影響に伴い、流域から排出される生活廃水によ鳥屋野潟は近年、都市化の影響に伴い、流域から排出される生活廃水によ
り水質汚濁が問題となっています。り水質汚濁が問題となっています。
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データ提供：日本スペースイメージング（株）

■■衛星データから作成した衛星データから作成した濁度分布図濁度分布図

衛星データから濁度分布を強調した画像です。濁度の高い河川水が栗ノ木川衛星データから濁度分布を強調した画像です。濁度の高い河川水が栗ノ木川
から流入し、親松排水機場へ向けて帯状に広がっている様子が確認できます。から流入し、親松排水機場へ向けて帯状に広がっている様子が確認できます。

親松排水機場

栗ノ木川
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度
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度
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■■衛星データから作成した衛星データから作成したクロロフィル濃度分布図クロロフィル濃度分布図

衛星データに含まれる情報を用いてクロロフィル濃度を強調した画像です。衛星データに含まれる情報を用いてクロロフィル濃度を強調した画像です。
クロロフィル濃度は植物クロロフィル濃度は植物((植物プランクトン植物プランクトン))の活力度と深く関わっています。の活力度と深く関わっています。

濃
度
濃
度

強強

弱弱
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宇宙から観測できる信濃川河口域の流況宇宙から観測できる信濃川河口域の流況
～河川から流出する土砂の行方～～河川から流出する土砂の行方～

■■宇宙から観測できる信濃川河口域の流況宇宙から観測できる信濃川河口域の流況
信濃川が海域へ運び

出す土砂は、古くから

周辺海岸の砂浜形成の

一端を担っていますが、

近代の河川改修事業や

河口突堤、大河津分水

路工事により流出土砂

の量が変化しています。

このため、新潟西海

岸では、明治後半から

現在までに最大350m

もの海岸汀線の後退が

進んでいると言われて

います。

人工衛星：IKONOSデータ
観測高度：680km
空間分解能：１m/Pixel
観測日：2000年11月7日
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データ提供：日本スペースイメージング（株）
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■■衛星データから作成した衛星データから作成した流況パターン図流況パターン図

衛星データの画像

処理・解析によって

濁度分布を強調し、

河川からの流出水の

流況パターン図を作

成したものです。

濁
度
濁
度

強強

弱弱

防波堤や突堤

により流出す

る河川水が沿

岸域へ導かれ

ている様子や

防波堤内の水

質の違いが確

認できます。
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宇宙から観測できる新潟駅周辺の土地利用状況宇宙から観測できる新潟駅周辺の土地利用状況
～中心市街地における空間利用の特徴～～中心市街地における空間利用の特徴～

■■宇宙から観測できる新潟駅周辺の土地利用状況宇宙から観測できる新潟駅周辺の土地利用状況
新潟駅は上越新幹

線や在来線の日本海

側における主要ター

ミナルとして重要な

役割を担っています。

近年、より良い駅

周辺空間の利用を図

るために、鉄道を挟

んだ南北市街地の一

体化や大規模な未利

用地の有効活用など

を基本方針として新

たな開発が進められ

ています。

人工衛星：IKONOSデータ
観測高度：680km
空間分解能：１m/Pixel
観測日：2000年11月7日
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データ提供：日本スペースイメージング（株）

■■宇宙から観測できる新潟駅周辺の土地利用状況宇宙から観測できる新潟駅周辺の土地利用状況

人工衛星：IKONOSデータ
観測高度：680km
空間分解能：１m/Pixel
観測日：2000年11月7日

新潟駅万代口 新潟駅南口

新潟駅万代口と南口の駅前施設を拡大したものです。
万代口に比べ、南口の方が駐車スペースや空き地が
多いことが確認できます。
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■■衛星データより作成した衛星データより作成した土地被覆分類図土地被覆分類図
教師付き最尤法とい
う手法を用いて新潟駅
周辺の土地利用（土地
被覆）を凡例で示す７
つの項目に分類した画
像です。
道路が線路の南北で
不連続となっている様
子や、南口に比べて万
代口の方が構造物の１
つ１つの形状が大きい
などといった情報が読
み取れます。
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